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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第３四半期連結
累計期間

第53期
第３四半期連結
累計期間

第52期

会計期間

自平成28年
　１月１日
至平成28年
　９月30日

自平成29年
　１月１日
至平成29年
　９月30日

自平成28年
　１月１日
至平成28年
　12月31日

売上高 （千円） 3,781,464 3,586,883 5,108,410

経常利益又は経常損失（△） （千円） △38,735 127,851 55,775

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） △71,742 100,869 39,215

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △296,256 202,800 △133,434

純資産額 （千円） 714,322 1,057,205 877,144

総資産額 （千円） 5,399,790 6,105,169 5,193,046

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） △8.82 13.31 4.90

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － 13.16 －

自己資本比率 （％） 13.2 17.3 16.9

 

回次
第52期

第３四半期連結
会計期間

第53期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成28年
　７月１日
至平成28年
　９月30日

自平成29年
　７月１日
至平成29年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） △5.70 0.62

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載
しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
３．第52期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半
期純損失金額であり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
第52期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し
ないため、記載しておりません。

 

２【事業の内容】
当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要
な変更はありません。また、主要な関係会社における異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】
　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生したリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書に
記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
 

２【経営上の重要な契約等】
当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判
断したものであります。

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、所得や雇用の改善を背景に緩やかな回復基調が続く一方、東

アジアの地政学的リスクや中国をはじめとする新興国経済の不確実性の高まりなど、当社グループを取り巻く先行

きについては依然として不透明な状況が継続しております。

　このような環境の中、当社グループは、中期スロ－ガンとして「安心をお届けする不二精機グループ」を掲げ、

品質管理体制の徹底強化によるグループ一体となった顧客満足の更なる追求を図り、精密金型のコア技術をもとに

自動車及び二輪車などの成形事業分野への積極的な展開を行い、顧客への高付加価値製品の提供による安定受注の

拡大に努めてまいりました。

　また、「『考動』で価値を創る」をグループ全社員の行動規範とし、「お客様の利益の最大化」を目標に、新た

な価値創造、また「見える化」をはじめとする日々の業務の改善活動に取り組んでおります。

 このような結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、精密成形品その他事業の売上高は好調に伸展したもの

の、射出成形用精密金型及び成形システム事業の売上高が減少したことで、前年同四半期比1億94百万円（5.1％）

減の35億86百万円となりました。

　損益につきましては、射出成形用精密金型及び成形システム事業において原価率が好転したことなどにより、

営業利益は、前年同四半期比64百万円（62.0％）増の1億69百万円、為替差益を営業外収益に計上したことなどに

より、経常利益1億27百万円(前年同四半期は経常損失38百万円）、本社移転費用を特別損失に計上したことなどに

より、親会社株主に帰属する四半期純利益1億円(前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失71百万円）と

なりました。

　セグメント別の業績は、次のとおりであります。

＜射出成形用精密金型及び成形システム事業＞

 医療機器用精密金型の想定受注時期がずれたことで当第３四半期での売上計上に至らず、当セグメントの売上高

は、12億36百万円（前年同四半期比15.0％減）となったものの、原価率が改善したことなどにより、セグメント利

益30百万円（前年同四半期比479.8％増）となりました。

＜精密成形品その他事業＞

 自動車部品用成形品の受注が順調に推移したことなどにより、当セグメントの売上高は、25億20百万円（前年同

四半期比4.9％増）となり、セグメント利益は、1億52百万円（前年同四半期比67.0％増）となりました。

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた
課題はありません。

(3) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1百万円であります。なお、研究開発活動の状況に重要な変更
はありません。

(4) 主要な設備

　前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設について、当第３四半期連結累計期間に重要な変更
があったものは、次のとおりであります。

会社名 所在地
セグメントの

名称
設備の内容

投資予定金額
資金
調達方法

着手及び完了予定
完成後の
増加能力総額

（千円）
既支払額
（千円）

着手 完了

PT.FUJI SEIKI

INDONESIA

インドネシ

ア共和国

西ジャワ州

射出成形用精密金型及び

成型システム事業

精密成型品その他事業

金型及び成型

品製造設備
50,000 43,839 自己資金

平成29年

３月

平成29年

11月
－

（注）１．上記金額には、消費税等を含めておりません。
２．当第３四半期連結累計期間の既支払額の総額は40百万円であります。
３．完了予定年月を平成29年５月から平成29年11月に変更しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,720,000

計 23,720,000

 

②【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数（株）

（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）

（平成29年11月14日）

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融商品

取引業協会名

内容

普通株式 9,054,000 9,054,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 9,054,000 9,054,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日
－ 9,054,000 － 500,000 － 85,588

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、
記載することができないことから、直前の基準日（平成29年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお
ります。

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   1,474,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   7,578,900 75,789 －

単元未満株式 普通株式         900 － －

発行済株式総数 9,054,000 － －

総株主の議決権 － 75,789 －

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

不二精機株式会社
大阪市生野区巽東

四丁目４番37号
1,474,200 － 1,474,200 16.28

計 － 1,474,200 － 1,474,200 16.28

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年１月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 475,172 563,242

受取手形及び売掛金 ※１ 1,034,942 ※１ 977,411

電子記録債権 62,198 189,213

製品 233,384 472,146

仕掛品 247,411 593,111

原材料及び貯蔵品 102,018 94,613

未収入金 138,858 135,493

繰延税金資産 31,048 35,271

その他 82,611 112,599

貸倒引当金 △4,000 △4,400

流動資産合計 2,403,646 3,168,703

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 569,569 595,282

機械装置及び運搬具（純額） 605,385 581,794

工具、器具及び備品（純額） 303,070 365,195

土地 447,035 447,035

リース資産（純額） 398,354 467,396

建設仮勘定 123,095 117,887

有形固定資産合計 2,446,511 2,574,590

無形固定資産 58,714 59,840

投資その他の資産   

投資有価証券 57,605 57,477

繰延税金資産 24,426 31,686

その他 145,498 173,220

投資その他の資産合計 227,530 262,385

固定資産合計 2,732,755 2,896,816

繰延資産   

社債発行費 10,914 8,870

開業費 45,728 30,778

株式交付費 1 －

繰延資産合計 56,644 39,649

資産合計 5,193,046 6,105,169
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 627,257 777,394

短期借入金 1,464,691 1,678,588

1年内償還予定の社債 102,000 102,000

リース債務 85,838 140,000

未払金 160,005 183,053

未払法人税等 15,564 10,801

賞与引当金 59,723 80,173

製品保証引当金 12,894 15,607

その他 231,299 530,051

流動負債合計 2,759,274 3,517,669

固定負債   

社債 264,000 232,000

長期借入金 937,091 926,960

リース債務 288,811 285,506

繰延税金負債 24,230 27,607

役員退職慰労引当金 14,539 14,539

退職給付に係る負債 11,269 14,139

資産除去債務 16,685 18,864

長期前受収益 － 10,677

固定負債合計 1,556,627 1,530,294

負債合計 4,315,902 5,047,963

純資産の部   

株主資本   

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 758,009 758,008

利益剰余金 △204,359 △126,228

自己株式 △365,079 △365,079

株主資本合計 688,571 766,701

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,870 7,266

為替換算調整勘定 178,900 281,973

その他の包括利益累計額合計 186,771 289,240

新株予約権 795 795

非支配株主持分 1,005 467

純資産合計 877,144 1,057,205

負債純資産合計 5,193,046 6,105,169
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 3,781,464 3,586,883

売上原価 2,984,188 2,713,634

売上総利益 797,276 873,248

販売費及び一般管理費 692,648 703,701

営業利益 104,627 169,547

営業外収益   

受取利息 1,118 717

受取配当金 322 955

為替差益 － 38,260

仕入割引 568 763

補助金収入 5,158 －

その他 3,167 8,664

営業外収益合計 10,335 49,361

営業外費用   

支払利息 63,351 53,436

為替差損 57,513 －

社債発行費償却 2,989 2,623

開業費償却 18,687 18,247

その他 11,157 16,748

営業外費用合計 153,699 91,057

経常利益又は経常損失（△） △38,735 127,851

特別利益   

固定資産売却益 984 26

特別利益合計 984 26

特別損失   

固定資産売却損 378 4,074

固定資産除却損 10,044 15,164

本社移転費用 － 5,546

事務所移転費用 15,184 －

債権整理損 9,485 －

特別損失合計 35,093 24,785

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△72,845 103,091

法人税、住民税及び事業税 5,811 9,612

法人税等調整額 △6,203 △7,360

法人税等合計 △391 2,252

四半期純利益又は四半期純損失（△） △72,453 100,839

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △710 △30

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△71,742 100,869
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △72,453 100,839

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △3,802 △604

為替換算調整勘定 △220,000 102,564

その他の包括利益合計 △223,803 101,960

四半期包括利益 △296,256 202,800

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △296,164 203,338

非支配株主に係る四半期包括利益 △92 △538
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【注記事項】

（追加情報）

当第３四半期連結累計期間

（自　平成29年１月１日　至　平成29年９月30日）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半期連

結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成28年12月31日）
当第３四半期連結会計年度
（平成29年９月30日）

受取手形 4,772千円 9,988千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年１月１日
至 平成28年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日）

減価償却費 219,600千円 213,343千円

 

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自平成28年１月１日　至平成28年９月30日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結累計期間の

末日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　当社は、平成28年３月25日開催の第51期定時株主総会決議に基づき、平成28年５月６日付で資本金の額を減

少させ、その全額をその他資本剰余金に振替えております。

　　　資本金の減少額　　　　　　534,180千円

　　　その他資本剰余金の増加額　534,180千円

　さらに当社は、平成28年６月２日開催の取締役会決議に基づき、自己株式930,000株の取得を行いました。

この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が103,230千円増加し、当第３四半期連結会計期間末

において自己株式が365,079千円となっております。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年３月28日

定時株主総会
普通株式 22,739 3.00 平成28年12月31日 平成29年３月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成28年１月１日　至平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 報告セグメント

合計
 

射出成形用精密金型
及び成形システム事業

精密成形品その他事業

売上高    

外部顧客への売上高 1,379,826 2,401,637 3,781,464

セグメント間の内部売上高
又は振替高

73,738 － 73,738

計 1,453,564 2,401,637 3,855,202

セグメント利益 5,306 91,137 96,443

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 96,443

セグメント間取引消去 8,183

四半期連結損益計算書の営業利益 104,627

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成29年１月１日　至平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 報告セグメント

合計
 

射出成形用精密金型
及び成形システム事業

精密成形品その他事業

売上高    

外部顧客への売上高 1,066,550 2,520,333 3,586,883

セグメント間の内部売上高
又は振替高

169,628 － 169,628

計 1,236,178 2,520,333 3,756,511

セグメント利益 30,765 152,208 182,974

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 182,974

セグメント間取引消去 △13,427

四半期連結損益計算書の営業利益 169,547
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年１月１日
至　平成29年９月30日）

(1) １株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
△8円82銭 13円31銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は

親会社株主に帰属する四半期純損失金額

（△）（千円）

△71,742 100,869

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額又は親会社株主に帰属する四半期

純損失金額（△）（千円）

△71,742 100,869

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,137 7,579

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 13円16銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） － 87

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

（注）前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金
額であり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】
　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月10日

不二精機株式会社

取締役会　御中

 

仰星監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 寺　本　　悟　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 里　見　　優 　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている不二精機株式会

社の平成29年１月１日から平成29年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年１月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、不二精機株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。
 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）1.　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2.　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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